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	応用
	抗原情報
	背景
	HTATIP（HIV-1 Tat相互作用タンパク質TIP60、約60kDa）は、ヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）のMYSTファミリーに属し、もともとHIV-1 TAT相互作用タンパク質として単離されました。HATは、ヒストンおよび非ヒストンタンパク質をアセチル化することにより、クロマチンリモデリング、転写、およびその他の核プロセスを制御する上で重要な役割を果たします。4つのコアヒストンタンパク質（H2A、H2B、H3、およびH4）で構成されるヌクレオソームは、クロマチンの主要な構成要素です。クロマチン構造を制御する翻訳後ヒストン修飾の数は増加傾向にありますが、細胞は標準ヒストンをバリアントヒストンと交換することで、クロマチン構造を直接的または間接的に調整することができます。ヒストンH2Aには、標準H2A（最も豊富）、H2A.X、マクロH2A、H2ABbd、およびH2A.Zの5つの主要なバリアントがあります。ヒストンH2A.Zは、種を超えて最も保存されたバリアントであり、転写の正と負の両方の調節因子として機能し、染色体の安定性に重要です。SWR-C、TIP60、SRCAP（哺乳類）などの相同タンパク質複合体は、ヌクレオソームにおいてATP依存的にH2A.ZからH2Aへの交換を触媒することが示されています。このタンパク質はヒストンアセチラーゼであり、DNA修復とアポトーシスに関与し、シグナル伝達において重要な役割を果たすと考えられています。
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	パラフィン包埋ヒト肝癌 (A)、直腸癌 (B)、正常髄質組織 (C)、および正常脳間組織 (D) の免疫組織化学分析。DAB 染色による Tip60 マウス mAb を使用して核局在を示しています。

